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1. まず、簡単な自己紹介とご自身の国際経験について少しお話しいただけますか?

里氏：小学校3年生（9歳）の頃から野球を始め約27年間野球を続けています。中学校まで軟式野球をやっていて、高校から本格的に硬式野球を始めました。大学進学時に関東に出たことをきっかけに、日本代表にも選出されるようになり女子野球ワールドカップ2014、2026、2018の大会で史上初となる3大会連続MVPを獲得しました。
大学卒業後は日本の女子プロ野球リーグ（JWBL）で7年間プレーをし、こちらでもリーグMVPを含むタイトルを多数獲得。
2020年から日本初となるNPB球団公認チーム「埼玉西武ライオンズ・レディース」に所属し、現在も活動をしています。
2025年にはライオンズ・レディースに所属しながらカナダのIBL(Intercounty Baseball League)、トロント・メープルリーフスよりオファーを受け、カナダの107年の歴史の中で世界初の女子選手として契約。2025年シーズンはカナダでプレーしました。
そして、今年2026年はWPBL(Women's Pro Baseball League）にて、ドラフト全体2位指名を受け、ロサンゼルス代表チームで8月からアメリカでプレーすることが決まっています。
アメリカの歴史では女子のプロ野球リーグが復活するのが72年ぶりとなるそうです。

2. 日本で育ってきた上で、経験や得られた機会は里の現在の国際キャリアにどのような影響を与えたか？

里氏：私は物心がついた頃から、とても負けず嫌いな性格でした。
自分にできないことがあると、納得できるまでやり続けるタイプだったと思います。
野球を始めたきっかけは、ボールを投げることが得意だったことと、兄の影響でした。最初は何となく始めた野球でしたが、実際にやってみるとうまくいかないことも多くて、そのたびに私の負けず嫌いに火がついていました（笑）。
技術が上がっていくにつれて、相手との駆け引きの面白さにもどんどん惹かれていきました。そうして気づけば、野球そのものに夢中になっていました。
当時は、女子が野球をすること自体がまだ珍しく、世間では「男は野球、女はソフトボール」というイメージが強かったです。
私が「野球でピッチャーをやっています」と話すと、相手は「頑張ってね」と言いながら、ソフトボールの下投げのジェスチャーをする。そんな時代でした。
それでも周りに流されず、自分の“好き”を信じて続けてこられたことこそが、今振り返るとキャリア形成において大きく影響したと感じています。
野球を通してたくさんの経験をし、その過程で多くの人と出会い、様々なチャンスをいただいてきました。その積み重ねが、自分自身の成長につながっています。
正直、最初から海外でプレーすることを目指していたわけではありません。
「海外に行きたい」というより、「私は野球をやりたい」という気持ちがずっと中心にありました。
だから環境が変わっても、国が変わっても、自分の中でやることは変わりませんでした。
ただ純粋に、野球が好きで、もっと上手くなりたい。その想いだけを持って続けてきた結果、海外への挑戦や新しいプロリーグへの挑戦につながっていったのだと思います。
海外で生活する中では、不安や環境の変化ももちろんありました。
それでも自分の中に「野球をやる」という揺るがない軸があったからこそ、迷いながらも前に進むことができました。
好きなことを本気で続けられるものに出会えたこと。
そしてその気持ちを曲げずにやってこられたことこそが、今の国際的なキャリアに繋がっているのだと思います。

3. 里様はキャリアを通して、国内外で他の選手、コーチ、テクニカルスタッフと緊密に連携されてきました。チームのダイナミクスにおいて、何か共通点や違いを感じたことはありますか？

里氏：日本では、比較的“型”がしっかりあるチーム運営が多いと感じています。
チームとして目指す方向や、トップの考え方が明確にあって、そこに向かって全員が役割を果たしていくイメージです。
なので私自身も、日本でプレーする時は、監督やコーチ、マネジャーが「何を目指しているのか」を理解した上で、その中で自分がどうベストを出せるかを常に考えていました。
一方で、海外ではかなり違いを感じました。
昨年カナダのチームに合流した時、集合時間を聞いたら「そのくらいの時間になったら、みんな自然に集まってくるよ」という感じだったんです（笑）。
日本だと全員が同じ時間に集まって、顔を合わせて、ウォーミングアップをして、そこから練習に入るという流れが一般的だと思います。
ですがカナダでは、“試合の時間”だけが決まっていて、そこに向けて各自が自分のベストを出せるように準備する、という自由さがありました。
最初は正直、ペースを掴むのが少し難しかったです。
ただ、根本にある「自分のベストを出す」という目的自体は日本も海外も同じだと感じました。
違いがあるとすれば、日本では“チームの方向性に対して自分がどう合わせていくか”を重視するのに対して、海外ではコーチやスタッフが「この選手はどうすれば一番力を発揮できるか」ということを見ながらそれぞれに合った形を尊重してくれるところだと思います。
日本はある程度“方法”が先にあって、そこに向かって全員で進んでいく感覚。
海外は「自分が最大限力を出すにはどうすればいいか」を自分自身でも考え続けながら作っていく感覚です。
ですが私は、そのどちらにも良さがあると感じています。
日本で培った基礎や組織の中での経験があったからこそ海外でも対応できた部分がありましたし、逆に海外で“自分で考え、自分で責任を持って動く”経験をしたことで、日本に戻ってからのプレーにもすごく良い影響がありました。
昨年その両方を経験できたことは、自分にとって本当に大きかったと思っています。

4. 国際的なチームやスポーツイベントで効果的なコミュニケーションを図るために、どのような戦略を採用しましたか？

里氏：  私も最初は海外の人とコミュニケーションを取るのに戸惑いがありました。英語があまり話せなかったので、どう伝えたらいいか悩むこともありました。でも、逆の立場で考えると、相手も同じように思っているだろうなと思えたんです。だからそこは関係なく、ほんとに自分からチームメイトとしてどんどんチームに入っていっていくことが大事だと思いました。
「自分はこういう人だ」というのを伝えるということもです。
まずは相手の目を見ること。積極的に声をかけたり、挨拶することが私にとってはやりやすい手段でした。
言葉が分からなくても、行動で「このチームの一員なんだ」「みんなを理解したい」という気持ちは示せます。
なので私はテンションを上げて積極的に声をかけることを意識していました。
これは日本でも海外でも全然変わらないかもしれません。


5. 多様な異文化環境で働く上で、何か困難に直面したことはありますか？

里氏:  はい、もちろんありました。
野球一つをとっても、日本と海外では考え方や進め方に大きな違いがあります。
日本は比較的、順番やシステムがしっかり決まっていて、その流れに沿ってチーム全体で動いていく感覚が強いです。
一方で海外では、それぞれのやり方や感覚が尊重されていて、日本で“当たり前”だと思っていたことが、海外では当たり前ではないことも多くありました。
逆に、自分の中では普通だと思っていたことが、相手にとっては違和感として伝わってしまうこともありました。
特に難しいと感じたのは、言葉のニュアンスやコミュニケーションの違いです。文化が違えば、言葉の受け取り方やリアクションの意味も変わります。
例えば、お笑いでも日本と海外では笑うポイントが違うように、日常会話の中でも「どう反応するか」がすごく大事なんです。
日本では、相手の話を聞いている時に「うんうん」と頷いていれば伝わることも多いですが、海外ではそれだけだと本当に伝わっているか分からないことがあります。
通訳を努めて下さった海外経験のある平野さんからも、「ちゃんとリアクションを言葉にした方がいいよ」と教えていただきました。
“OK” や “I see” のように、自分が理解していることをきちんと言葉で表現する必要があります。
私自身、それまであまりそういうコミュニケーションをしてこなかったので、最初はかなり難しく感じました。
また、食事や生活リズムの違いも大きかったです。
スポーツではコンディション管理がとても重要ですが、欧米では日本と同じような食事を取るのが難しいこともありました。
日本では、自分のペースで自分に合った食事を準備したり管理したりできますが、海外では試合が続く中でその時間を確保するのが簡単ではありませんでした。
さらに、食事の文化自体も違っていて、私が朝や昼にしっかり食べていると「そんなに食べるんだね」と驚かれることもありました（笑）。
海外では、朝と昼は軽めにして、夜にしっかり食べるスタイルの人も多く、実際に現地で生活してみて初めて分かる感覚もたくさんありました。
理解はしていても、今まで日本で積み重ねてきた自分の生活リズムや身体感覚があるので、それに馴染むまでは簡単ではなかったです。
その中でも特に大事だと感じたのは、「周りに合わせすぎず、自分のリズムを持つこと」でした。
どんな環境でも、自分がベストな状態でプレーするために、自分自身のルーティンや規律を守る。
それを異文化の中で続けていくことは最初は本当に難しかったですが、同時にとても大きな学びにもなりました。

6. 将来、国際的な異文化環境の中で生活したり働いたりすることを考えている学生には、どのような能力が必要だと思いますか？

里氏: すごく難しい質問ですが、私が一番大事だと思うのは、「挑戦したい」と思った瞬間から行動することです。
海外には、日本とは違う文化や価値観、やり方があります。
たとえ日本でキャリアを積んできたとしても、海外に行けばまたゼロからのスタートになる部分も多いです。そこから少しずつ、自分で積み上げていかなければいけません。
だからこそ、「準備が完璧になってから」ではなく、思い立った時にまず動いてみることが大切だと思います。
もちろん、挑戦することは簡単ではありません。
新しい環境に飛び込む時って、「成功したらどうしよう」より先に、「失敗したらどうしよう」の方が大きくなることも多いと思います。
でも実際は、失敗したからといって全てが終わるわけではありません。
むしろ、小さな失敗や小さな成功を繰り返しながら、自分なりに軌道修正していくことがすごく大事だと思っています。
うまくいかなかったら、次にどう活かすかを考える。
その積み重ねが、結果的に自分を成長させてくれるんだと思います。
これは海外でも日本でも同じですが、結局はコツコツ続けられる人が、一番強いと私は感じています。
だから、将来国際的な環境で挑戦したいと思っている学生のみなさんには、
「思い立った瞬間から動いてみること」、そして「小さな挑戦を積み重ね続けること」を大切にしてほしいです。


7. ご自身の経験を通して得た、日本の学生、特に女子学生が将来野球や他のスポーツ分野でキャリアを築く上で役立つような戦略はありますか？ 

里氏:  私自身の経験を通して感じるのは、「いろんな人と出会い、コミュニケーションを取ること」が本当に大切だということです。
自分に優しい人や、考え方が合う人と一緒にいるのは居心地がいいですし、安心できます。
でも、それだけだと見える世界が限られてしまうと思うんです。
自分とは違う考え方を持っている人や、最初は少し苦手だと感じる相手ともコミュニケーションを取って、「どういう考えなんだろう」と理解しようとすることで、自分自身の視野が大きく広がります。
視野が広がると、いろんな価値観を受け入れられるようになりますし、逆に自分の考えも相手に伝えやすくなります。そして、人にも優しくなれると思っています。
言葉や文化が違っていても、「相手を知ろうとすること」と、「自分のことを伝えようとすること」があれば、ちゃんとつながれる。私は海外での経験を通して、それを強く感じました。
だからこそ学生のみなさんにも将来どんな分野に進もうとも、ぜひ“自分の世界だけで完結しないこと”を大切にしてほしいです。
私自身も、新しいチームや新しい環境に入った時は、自分から行動することを意識していました。
まずは挨拶をすること。自分から声をかけること。小さなことでも、自分から一歩踏み出すようにしていました。
最初は緊張しますし、勇気も必要です。
でも、自分から話しかけたり、相手を知ろうとすることで、少しずつ信頼関係ができていきます。
実際に、海外では自分から動いたことで、人として深くつながれたと感じる場面がたくさんありました。
これから社会に出る中でも、文化や価値観の違う人と関わる機会は必ず増えていくと思います。その時に大切なのは、「違う」を怖がるのではなく、「まず知ろうとしてみること」だと思います。
自分から一歩踏み出して、人と関わり、会話をしていくこと。
その積み重ねが、自分の可能性や世界を大きく広げてくれると私は思っています。

8. 女性スポーツや国際的なキャリアについて、ほかにお話ししておきたいことはありますか？
 
里氏:  今、日本でも女子野球はすごく盛り上がっています。
さらに今年は、アメリカで女子プロ野球が72年ぶりに復活するなど、世界的にも女子野球への注目が大きくなっていると感じています。
以前よりも「女子野球」という言葉を耳にする機会が増えていますし、競技そのものの魅力を知ってもらえる機会も確実に増えてきました。
そして私は、女子プロ野球が存在することの意味は、単に“競技として発展すること”だけではないと思っています。
もちろん、選手として活躍することは大切です。
でもそれ以上に、「自分もやってみたい」と夢を持つ子どもたちが増えたり、誰かを応援することで元気や希望をもらえる人がいたりすることも、すごく大きな価値だと思っています。
スポーツには、人の心を動かしたり、生きる力を与えたりできる力があると思うんです。
だからこそ、女子野球がこれから、誰かにとって“夢”や“希望”になれる存在になっていったら嬉しいですし、その一部に自分が関われていることをとても幸せに感じています。
これからも、1人でも多くの人にその魅力や想いを届けられるように、自分自身も野球を楽しみながら、応援してくださる皆さんとも一緒に楽しめるように、全力で頑張っていきたいと思っています。
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